
室戸市地域公共交通利便増進実施計画（第１次再編）

室戸市はコミュニティバス”むろはぴ号”の運行や公共交通の利便性向上及び利用促進に取り組んできた。しかし、少子高齢化や人口減少により、
利用者数は減少の一途をたどっている。一方で、このむろはぴ号のおかげで生活を維持するための移動手段を確保できている市民もおり、むろはぴ
号の運行を継続することは不可欠である。そこで、持続可能な移動手段として機能するように、利用者や住民の意見を聞き、むろはぴ号の一次再編と
して次の事業に取り組む。

①佐喜浜地区における運行拡大
佐喜浜線の利用者が少ない午後の運行便を“デマンドさきはま線”として、交通空白
地である、尾崎地区を含む佐喜浜地区全域を運行区域とすることで、空白地解消なら
びに、利用者ニーズを捉えた再編を図る。
②奈良師地区の経路付け替え及び崎山地区の運行拡大
住民からの要望を受け、奈良師地区の運行経路を現国道から旧国道に付け替える。
また、崎山地区の一部を延伸することで、利用者の増加及び利便性向上を図る。
➂東の川線の運行拡大
東の川線を一部延伸し、新たに要望の多かった葛地区をカバーすることで、当該地区
の利便性向上を図る。
④羽根地区における運行拡大
路線定期である羽根線を“デマンドはね線”として区域運行型に転換し、羽根地区全
域をカバーすることで、交通空白地（中山地区）の解消ならびに利用活性化を図る。
⑤地域の公共交通に関するわかりやすい情報発信
運行情報チラシ・公共交通ガイドブックの作成および各施設への掲示や、バスロケー
ションシステムの有効活用などを通じて、市民及び来訪者の利用喚起を図る。
⑥フリー乗降区間の設定
フリー降車可能区間をフリー乗降可能に転換する。

事業の内容

①便利で使いやすい公共交通サービスの実現と維持
既存交通網に加え、新たに稼働する移動サービスが繋がり、むろはぴ号以外の路線バ
ス、タクシーなどとのネットワーク機能が強化され、地域全体の利便性が向上する。

②市民の生活に寄り添う公共交通網
交通空白の解消につなげ、市民の生活に必要なおでかけ先と自宅を便利につなぐ公共
交通網として機能する。

➂わかりやすい公共交通サービス
海外からの来訪者を含め、利用者が必要とする運行情報を確実に入手できるサービス
の提供につながる。

事業の効果


